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○ 第４次報告書のフォローアップについて、IPv6の普及促進について
（意⾒）インフラのIPv6化のミッシング・ピースとして、

・公衆Wi-FiのIPv6対応状況について、フォローすべきではないか。
・MVNOのIPv6対応状況について、フォローすべきではないか。

○ IPv6の利⽤促進について、今後の取組の新たな⽬標設定について
（意⾒）・次のターゲットをどうすべきか。

・ユーザエンドに関するIPv6化を議論する場合、
どういう場やメンバーで議論することが適当であるか。

○ 今回の研究会のとりまとめの位置付けについて
（意⾒）・プログレスレポートとすべきか、第5次報告書とすべきか、最終報告書とすべきか。

・最終報告書とする場合、本研究会の位置づけをどうするか。
・報告書において、IPv6における我が国の国際的な貢献を含めるべきではないか。
・報告書において、⼤部分のインフラのIPv6化が完了したというメッセージを含める

ことは有益ではないか。
・報告書において、⼤局的な⼈材育成について触れるべきではないか。
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